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 当期（2022年3月期）の活動と業績について
　当社グループは、前期より３か年の第二次中期経営計
画をスタートしました。定量目標を収益ではなく「R O E 6

％以上」とし、3つの定性目標（①資本効率の改善、②持続
的成長を実現する投資の実行、③社員の考え方・慣習・行
動様式の変革）による基盤整備を推進しています。
　その2年目となる当期は、資本効率の改善に向けて保有
する埼玉県川口市の固定資産を譲渡したほか、持続的成
長の実現に向け、新規事業への戦略投資やDX推進のため
のIT関連投資を促進しました。
　当期の業績については、原油価格やプロパンCPの高騰
に伴い販売単価が大幅に上昇したことなどにより、売上高

2,893億40百万円（前期比33.3％増）となりました。また、
営業利益は基盤整備の投資を強化した結果、24億80百万
円（前期比1 5 . 5％減）となりました。なお、経常利益につ
いては、保険返戻金の増加に加えて、原油価格等の変動
に対するリスクヘッジの取り組みとしてデリバティブ評価
益を計上したことなどにより、3 2億7 2百万円（前期比8 . 2

％増）となりました。なお、親会社株主に帰属する当期純
利益については、前期に計上した負ののれん発生益と事
業譲渡益の計上がなかったことなどにより、24億87百万円
（前期比8.4%減）となりました。

 次期の業績見通しについて
　足元では、原油価格やプロパンC Pは2 0 1 4年以来の高
値水準にあります。現時点では、この水準を前提として、

次期の売上高を前期比7 . 1％増の3 , 1 0 0億円としていま
す。利益面は、前期に引き続き経営基盤整備に向けたI T

関連投資の推進などがマイナス要因となる一方、仕入価
格上昇分の販売価格への転嫁やシェアサイクル事業の利
益貢献などがプラス要因となり、営業利益は2 5億円（前
期比0.8％増）、経常利益は前期に計上したデリバティブ評
価益の減少などを見込み、28億円（前期比14.4％減）とし
ています。親会社株主に帰属する当期純利益は、固定資
産売却益21億円の計上を考慮し、29億円（前期比16.6％
増）としています。

　当社は、株主の皆様への利益還元を経営の最重要政策
と位置づけ、連結配当性向3 0 %以上を目安に、安定的な
配当を基本とした株主還元を実施しております。この方針
に基づき、当期の配当につきましては、1株あたり7 5円と
させていただきました。次期の配当についても同額を予
定しております。

 株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解、
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

トップメッセージ

代表取締役社長　山﨑 正毅

基盤整備の第二次中期経営計画は2年目に。
新規事業やIT関連投資など
持続的成長の実現に向けた取り組みを実行。
次期も投資継続の一方、
シェアサイクル事業等の貢献で増益見込み。

業績の
ポイント

 原油価格・プロパンCPの高騰に伴う販売単価上昇により、大幅増収
 新規事業、DX推進に向けたIT領域への投資強化により、営業減益
 経常利益は、保険返戻金の増加とデリバティブ評価益の計上によって増益

 財務ハイライト

 セグメント別情報
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エネルギー卸・小売周辺事業　BtoC事業

エネルギーの販売、リフォーム・住宅設備
などの住まいのご提案、ハウスクリーニン
グなどの暮らしのサービスのご提供を通
じ、地域密着でお客様の快適な生活に貢
献しています。

石油・ガス・電力を取りそろえ、多彩なエ
ネルギーサービス・ソリューションをご提
案しています。再生可能エネルギー事業、
クリーン電力の販売などにも積極的に取
り組んでいます。

エネルギーソリューション事業　BtoB事業

お客様のビジネスや暮らしに幅広く貢献
するため、エネルギー以外の分野にもビ
ジネスフィールドを広げています。

非エネルギー及び海外事業

■ エネルギー卸・小売周辺事業　■ エネルギーソリューション事業
■ 非エネルギー及び海外事業　■ その他・調整額

セグメント別営業利益構成セグメント別売上高構成

2021年3月期 2022年3月期

2,480

1,039

201

665

573

2,935
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243

836

892

2021年3月期 2022年3月期

289,340

374

217,122

347

62,994

135,998

17,781

73,152

197,715

18,097

（百万円）（百万円）

2023年3月期予想

売上高

3,100億円

営業利益

25億円

親会社株主に帰属する

当期純利益
29億円

1株あたり配当金

75.0円

※ 当期より、「収益認識に関する会計基準」等を適用しており、前期比率は参考値とな
ります。

※ その他・調整額は、当社が管理している不動産賃貸収入に加えて、各報告セグメントに配分
されていない全社費用などです。
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シナネンホールディングスグループは地球と、人とともに。

持続可能な社会への貢献

リサイクル木質チップ・燃料RPFの製造
シナネンエコワーク株式会社では、木くずからリサイクルさ
れる木質チップや、廃プラスチック・紙くずなどを原料とす
るR P Fを供給。化石燃料に代わるバイオマス発電用燃料
等に使われています。

足こぎ車いす「COGY」の販売
シナネンサイクル株式会社では、歩行困難な方のリハビリ
に用いられる介護福祉機器として、足こぎ車いす「C O GY」
の販売を開始。また、修理・メンテナンス等のサービスを
提供し、地域の介護・福祉に貢献してまいります。

空き家管理代行サービス
日高都市ガス株式会社では近年増加する「空き家」を所有
者に代わって定期的に巡回・管理する「空き家管理代行サー
ビス」を手掛けています。埼玉県日高市では「空き家の適
切な維持管理」が条例で定められており、地域社会の課題
解決への貢献に取り組んでいます。

シェアサイクルの普及推進
シナネンモビリティP L U S株式会社では、一都三県
及び大阪府を中心に、シェアサイクル「ダイチャリ」
を運営しています。環境配慮型の交通インフラであ
るシェアサイクルの展開を通じ、脱炭素社会の実現
や住みやすいまちづくりに貢献してまいります。

「ダイチャリ」ホームページ

太陽光発電（メガソーラー）
シナネン株式会社では工場や店舗で電力として利用する自家消費型の太陽光
発電の販売・メンテナンスを行うほか、全国６か所でメガソーラー発電所の建
設・稼働を行い、太陽光発電事業の普及に貢献しています。

法人・個人向けソーラーカーポートの販売
より手軽に太陽光発電を導入するサービスとして、屋外駐車場用のソーラー
カーポートを法人・個人向けに提供しています。

詳細はP５をご覧ください

オフサイトコーポレートPPA事業の取り組み
シナネン株式会社では、再生可能エネルギーの導入・調達ソリューションを提供する株式会社クリー
ンエナジーコネクトと提携し、当社グループが保有する一部施設への「オフサイトコーポレートPPA」
による電力供給を開始しました。遠隔地の再生可能エネルギー発電所の電力を企業が長期的に固
定価格で購入でき、電力価格の変動に関わらず安定的にクリーン電力の供給を受けられることがメ
リットです。このグループ間の取り組みをロールモデルとし、将来的に水平展開していく予定です。

実質再生可能エネルギー100%の電力メニューと森林保護活動の拡大
シナネン株式会社は、実質再生可能エネ
ルギー1 0 0％（C O2の排出ゼロ）の電力メ
ニューを提供し、クリーン電力の拡大に貢
献しています。さらに、「シナネンあかりの
森プロジェクト」にご賛同いただくお客様
には、電気料金からプロジェクト費用を頂
戴し、当社も同額を支出して国内の森林
保護活動に貢献しています。

「ダイチャリ」は約2,200か所を超えるステーションを展開する日本最大級のシェアサイクルに成長！

特集　サステナビリティ

https://daichari.hellocycling.jp

当社グループは企業バリューである「信義・進取・楽業」の考えに則り、これまで社会にさまざまなエネルギーやサー
ビスをお届けしてまいりました。いま、解決が求められる脱炭素化をはじめとする社会課題に対し、事業を通じ、さ
らなる課題解決に取り組んでまいります。

Sustai nability

well-being

再生可能エネルギーの積極推進による脱炭素社会への貢献
クリーンなエネルギーを活用し、CO₂排出削減に貢献するなど、再生可能エネルギー事業を積極的に推進しています。

再生可能
エネルギー

リサイクル

MaaS

電力
ソリューション

地域課題

ステーション数の増加等により、「ダイチャリ」のユーザー数・
利用回数は順調に伸長しています。売上高が順調に増加す
る一方、運営効率化により赤字幅も縮小しており、次期の黒
字化を視野に入れた継続的な投資を行ってまいります。
※2022年3月末現在

ステーション

2,200か所超
自転車台数
1万台超

累計利用回数
1,000万回超

2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期

37.2万人

79.3万人

147.3万人

ユーザー数推移

2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期

150万回

323万回

608万回

利用回数推移

当社グループは、本年5月開催の取締役会
で、持続可能な社会の実現に向けた取り組
みを加速させるため、「サステナビリティ基
本方針」を策定し、取締役会の諮問機関と
して「サステナビリティ推進委員会」を設置
することを決議しました。
本委員会では、サステナビリティ全般に関
する課題をグループ全体で把握し、具体的
な対応策や目標設定について、協議してい
きます。
今後、喫緊の課題として、TCFD（気候関連
財務情報開示タスクフォース）への対応や
当社にとっての重要課題（マテリアリティ）
の特定を進めてまいります。

当社グループのサステナビリティ基本方針については、ホームページをご覧ください。 
https://sinanengroup.co.jp/sustainability/

サステナビリティ基本方針を策定し、
サステナビリティ推進委員会を設置

取締役会

HD本社 /事業会社

サステナビリティ
推進委員会

委員長 代表取締役社長
副委員長 代表取締役専務CCO
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下期のトピックス

株主様と当社のコミュニケーションコーナー

https://sinanengroup.co.jp/sustainability/sdgs.html

当社グループは、地域に密着した総合エネルギーサービス企業として、SDGsの達成に向けて、さまざまな取り組み
を継続的に行ってまいります。詳細な情報は、当社Webサイト｢持続可能な開発目標への取り組み｣をご覧ください。

シェアサイクル「ダイチャリ」を運営するシナネンモビリティPLUS株式会社では、
神奈川県川崎市（2021年12月）と千葉県千葉市（2022年2月）に車体の充電・メ
ンテナンス拠点「エコベース」を設立し、シナネン株式会社が提供する実質再生
可能エネルギー100％での運営を行っています。今後、拠点を拡充し、2022年
中にメンテナンス及びバッテリー充電に使用する電力を実質再生可能エネル
ギー100%に切り替えることで年間約65tのCO2排出削減を見込んでいます。

シェアサイクル事業において
CO2排出量ゼロのメンテナンス拠点を設立

当社は経済産業省が定めるDX認定制度に基づき、2021年12月1日付で「DX

認定事業者」の認定を取得しました。この制度はビジョンの策定や戦略・体制
の整備などを行い、DX推進の準備が整っている事業者を認定するものです。
当社の取り組みについてはWebサイトをご覧ください。
https://sinanengroup.co.jp/company/management/dx-promotion/

経済産業省が定める
「DX認定事業者」の認定を取得

当社は次世代人材の育成支援活動として、大学生が企業の成長性などを取材・
分析して発表する「第６回大学生対抗IRプレゼンコンテスト」に前回に続き参加
し、明治大学投資サークル「Breakouts！」に当社へのリサーチ支援を実施。
2022年2月17日開催のコンテストでは、エネルギー業界の現状を逆境と捉え
た上で当社の成長性を示した同サークルの発表が優勝しました。

「大学生対抗IRプレゼンコンテスト」で
当社担当の明治大学が優勝

当社グループは、I R活動の一環として、株主の皆様とのコミュニケーション促
進を図るべく、アンケートを実施しております。前回のアンケートにおきまして
も、おかげさまで多数の皆様からご回答やご意見をいただくことができました。
貴重なご意見・ご要望は、今後のI R活動及び「S I N A N E N R E P O RT」作成の
参考にさせていただきます。ご協力、誠に有難うございました。

アンケート結果のご報告

SHINANEN LOUNGE

Q 今後、どのような情報の充実を希望されますか？

中長期戦略1位

経営方針・企業理念2位 新たな取り組み3位

Q 今後、どのような形での情報提供をお求めですか？

株主通信1位

WEBサイトでの
情報提供

2位 新聞記事・ 
インターネットニュース掲載

3位

70代
44.1%

無回答
3.0%

60代
19.9%

30代以下
5.4%

40代
10.5%

50代
17.1.%

無回答
3.9%

20年以上
28.8%

10年～20年未満
24.9%

1年未満
5.0%

1年～5年未満
16.3%

5年～10年未満
21.1%

年齢層 当社株式の
保有期間

2023年3月期は、株主・投資家の皆様に当社
への理解を深めていただくため、株主通信の
充実を図るとともに、より一層WEBサイトでの
情報提供を拡充していく予定です。
当社が進める風土改革や脱炭素社会に向けた
新たな取り組みなどのご紹介に加えて、海外の
投資家様に向けた英語サイトの強化を図るこ
とで、皆様とのより深い信頼関係の構築につな
げられればと考えています。

当社の対応

当社のホームページが、日興アイ・アール株式会社が実
施する「 2 0 2 1年度 全上場企業ホームページ充実度ラン
キング」の総合カテゴリーにおいて「最優秀サイト」に選
出されました。今後もホームページの充実を図り、株主
の皆様にとってタイムリーでわかりやすい情報開示に努
めてまいります。

「日興アイ・アール ホームページ充実度ランキング」
総合カテゴリで最優秀サイトに選出

当社グループをより多くの方にご理解いただくため、ホー
ムページに個人投資家向けページを新設しました。事業内
容や強み、経営戦略などをグラフィックや動画を用いて、わ
かりやすくご説明しております。是非ご覧ください。

当社グループの事業をわかりやすく解説

個人投資家向けページの新設

個人投資家向けページのご案内
https://sinanengroup.co.jp/ir/individual/

シナネン株式会社では、再生可能エネルギーを活用した電力自給率の向上を求
める企業のニーズに応えるべく、2021年12月より法人向けに「おひさまCAR

ルーフFor Business」の販売を開始しました。事業所や工場に隣接する駐車
場に設置できる太陽光発電設備であり、車両4台置きから数百台規模の設計、
補助金等の各種申請、設置工事、メンテナンスまでワンストップで対応します。

法人向けソーラーカーポート
「おひさまCARルーフFor Business」の販売を開始



会社情報・株式情報 （2022年3月31日現在）

※1. 当社は自己株式2,139,955株を保有していますが、上記大株主からは除外しています。
　2. 持株比率は、自己株式2,139,955株を控除して計算しています。

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

株式会社UHPartners2 1,067,900 9.79

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 912,000 8.36

光通信株式会社 811,900 7.44

コスモ石油マーケティング株式会社 789,105 7.23

明治安田生命保険相互会社 672,000 6.16

株式会社UHPartners3 509,500 4.67

出光興産株式会社 473,808 4.34

シナネングループ取引先持株会 441,616 4.04

リンナイ株式会社 374,419 3.43

株式会社三井住友銀行 260,787 2.39

持株数（株） 持株比率（%）

■個人・その他 2,253,816 17.3

■金融機関 2,596,630 20.0

■証券会社 55,113 0.4

■その他国内法人 5,238,112 40.1

■外国人 762,965 5.8

■自己名義株式 2,139,955 16.4

所有者別
株式分布状況

■株式情報
発行済株式総数 13,046,591株 
株主数 3,351名
大株主

■会社情報
商　号 シナネンホールディングス株式会社
本店所在地 東京都港区三田三丁目5番27号 住友不動産三田ツインビル西館6階
創　業 1927年4月11日
設　立 1934年4月25日
資本金 156億3,000万円
連結従業員 3,188名（臨時従業員1,519名を含む）

■役員 （2022年6月22日現在）

代表取締役社長 山﨑　正毅
代表取締役専務CCO 清水　直樹
取締役 間所　健司
社外取締役（常勤監査等委員） 平野　和久
社外取締役（監査等委員） 篠　　連
社外取締役（監査等委員） 村尾　信尚
社外取締役（監査等委員） 三谷　宏幸

単元未満株式（1株～99株）をお持ちの株主様へ

当社の最低売買単位である１単元（100株）に満たない株式のことをいい、単元未満株式（１株～99株）については、証券市場で
売買することはできません。

単元未満株式（1株～99株）とは

単元未満株式の買増及び買取にかかる当社の手数料は無料※ですので、ご利用をご検討ください。
※ お取引のある証券会社等へ支払う手数料については、別途証券会社等にご確認ください。特別口座に記録されている単元未満株式につき買増及び買取請求をされる場合は、
手数料は無料となります。

単元未満株式をお持ちの株主様は、当社に対し市場価格で、単元未満株式につき、単元株式（100株）にするために必要な株数
を当社からご購入（買増制度）または単元未満株式をご売却（買取制度）いただくことが可能です。

単元株式（100株）にするには

○  株主総会で議決権を行使できる。
○ 証券市場で売買できる。

単元株式
×  株主総会で議決権を行使できない。
× 証券市場で売買できない。

単元未満株式

●株主様の口座があるお取引の証券会社にお問合せください。
● 証券会社に口座がなく特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管理機関であるみずほ信託銀行株式会社（0120-288-324）にお問合せください。

単元未満株式の買増及び買取、配当金受領方法など

55株をご所有の場合（イメージ）

買取請求の場合

当社 55株買取 当社 45株売却

株主樣 0株 株主様 100株（1単元）

買増請求の場合

株主様 55株所有買取請求

買取代金 株式売却

45株買増請求
買増代金支払

株主メモ
事業年度 毎年4月1日から3月31日まで
剰余金の配当基準日 3月31日
定時株主総会 毎年6月下旬
株主名簿管理人 みずほ信託銀行株式会社
同事務取扱場所 〒100-0005 東京都千代田区丸の内一丁目３番３号

みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部
同連絡先・
郵便物送付先

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
電話 0120-288-324（フリーダイヤル）（受付時間 平日9:00～17:00）

公告掲載方法 電子公告により、当社ホームページ（https://sinanengroup.co.jp/）に
掲載いたします。ただし、電子公告によることができない事故その他のや
むを得ない事由が生じた時は日本経済新聞に掲載いたします。

各種事務手続き 詳しくは、こちらのページにてご確認ください。
https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/


